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情報入手先
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【入手先】
Agile Performance Holarchy(APH)のサンプル本(英語)
https://agilecxo.org/models-for-agile-leaders/agile-performance-
holarchy/

開発のためのCMMI V1.3(日本語)
https://cmmiinstitute.com/resource-files/public/marketing/v1-
3models/cmmi%C2%AE-for-development-version-1-3-japanese-
trans

A Guide to Scrum and CMMI(英語)
https://agilecxo.org/the-scrum-guide/

【お問い合わせ】
(株)システム情報 CMMIコンサルティング室 小林 浩
kobayashi-hiroshi@sysj.co.jp

https://agilecxo.org/models-for-agile-leaders/agile-performance-holarchy/
https://cmmiinstitute.com/resource-files/public/marketing/v1-3models/cmmi%C2%AE-for-development-version-1-3-japanese-trans
https://agilecxo.org/the-scrum-guide/
mailto:kobayashi-hiroshi@sysj.co.jp
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本日お話しする内容
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19:50-20:00 招待講演: 

“アジャイル組織への変革”と“アジャイル開発の成功・定着”のポイント

小林浩（システム情報）: 
・ソフトウェア業界で広がった開発の俊敏性（アジリティ）の実現を目指した“ア
ジャイル型開発”のコンセプトは、企業運営にも適用されつつありますが、成功し
ている企業はまだ多くはありません。

・またソフトウェア開発に限ってみても、スクラムやXPなどに基づくプロセスをただ
実践するだけでは、アジャイルが成功し定着することは稀です。

・米国のアジャイルに関する研究開発機関のAgileCxO.orgは、二百を超えるア
ジャイル適用事例を分析し、Agile Performance Holarchy(APH)というベストプ
ラクティスモデルと、組織のアジャイル実践レベルを３段階で評価するベンチマー
キングの仕組みを提供しています。

・本講演では“アジャイル組織への変革”と“アジャイル開発の成功・定着”に共通
する重要なポイントと、それを支援するAPHについてご紹介します。
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本日お話しする内容
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アンケートさせてください。

「本講演では“アジャイル組織への変革”と“アジャイル開発の成功・定着”に共通
する重要なポイントと、それを支援するAPHについてご紹介します。」

“アジャイル組織への変革”と“アジャイル開発の成功・定着”
のどちらの言葉に興味を惹かれますか？

①“アジャイル組織への変革”

②“アジャイル開発の成功・定着”

③両方
講演後追記： 結果はいずれも同じくらい（②が若干多かった）
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本日の講演の目標
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本日は10分間で以下を“知っていただくこと”を目標とします。

◼ “アジャイル組織への変革”に役立つ書籍（一冊）

◼ “アジャイル組織への変革”と“アジャイル開発の成功・
定着”に共通する重要なポイント（一つ）

◼ AgileCxO と APHの存在
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本日の講演の目標
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本日は10分間で以下を“知っていただくこと”を目標とします。

◼ “アジャイル組織への変革”に役立つ書籍（一冊）

◼ “アジャイル組織への変革”と“アジャイル開発の成功・
定着”に共通する重要なポイント（一つ）

◼ AgileCxO と APHの存在



Copyrights© 2018 SYSTEM INFORMATION CO.,LTD. All rights reserved

“アジャイル組織への変革”に役立つ書籍
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“アジャイル組織への変革”に役立つ書籍
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アジャイルエンタープライズ
(アジャイル型組織の構築と運用)
出版社: 翔泳社 (2018/3/19)
Mario E. Moreira (著), 
川口恭伸 （かわぐちやすのぶ）(監修),  
角征典（かどまさのり） (翻訳) 

（原書）
The Agile Enterprise: 
Building and Running 
Agile Organizations 
出版社: Apress; 1st版
(2017/4/13) 
Mario E. Moreira   (著) 

アジャイルの手法で得られる成果をより広い範囲、いわゆる企業体そのものに対しても
適用し、アイデアレベルから製品製造・出荷、さらにエンドユーザーからのフィードバック
とそれを受けてのバージョンアップまで(アプリケーション・エコシステム)を効果的/効率
的に行おうというのが、エンタープライズ・アジャイルの目標だ。

本書では、いまはまだ開発者(とそのごく周辺)にとどまっているアジャイル手法を、その

業態にあわせつつ、いかにして広げ、「アジャイル文化」ともいうべき姿勢とシステムを企
業体そのものに根付かせるかというノウハウをまとめている。

アジャイルの手法で得られる成果をより広い範囲、いわゆる企業体そのものに対しても
適用し、アイデアレベルから製品製造・出荷、さらにエンドユーザーからのフィードバック
とそれを受けてのバージョンアップまで(アプリケーション・エコシステム)を効果的/効率
的に行おうというのが、エンタープライズ・アジャイルの目標だ。

本書では、いまはまだ開発者(とそのごく周辺)にとどまっているアジャイル手法を、その

業態にあわせつつ、いかにして広げ、「アジャイル文化」ともいうべき姿勢とシステムを企
業体そのものに根付かせるかというノウハウをまとめている。

アマゾンの内容紹介より抜粋・サマリー

XP祭り2018の協賛本の一つ
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本日の講演の目標
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本日は10分間で以下を“知っていただくこと”を目標とします。

◼ “アジャイル組織への変革”に役立つ書籍（一冊）

◼ “アジャイル組織への変革”と“アジャイル開発の成功・
定着”に共通する重要なポイント（一つ）

◼ AgileCxO と APHの存在
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アジャイル開発でお困りでは？
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アジャイル開発に参加している皆さん。こんなこと起きてませんか？

①アジャイル開発やれと言って
いるトップが、そもそもアジャイ
ル開発を理解していない

②トップのアジャイル開発
に対する熱い思いが、メン
バーに伝わっていない

③最近朝会やらなくなった
なあ

④朝会をやってるけど、１
時間くらいかかってる

⑤お客様やメンバーは近くに
いるけど、メールやチャットで
連絡。会話はほとんどない。

⑥二週間毎のリリースの
前日は、毎回徹夜

⑦組織のルールに従うため、
大量の文書を大量の時間を
かけて作成している

⑧PMがメンバーに命令
しコントロール

⑨スプリントの途中で仕
様変更

⑩チーム毎にバラバラ、組織と
してノウハウが蓄積なし
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変革・改善のポイント

11

アジャイル開発での悩みの解消

アジャイル組織への変革

これらを成功させるた
めの共通するポイント
を一つだけあげるとし
たら何か？
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変革・改善のポイント
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著名なCMMIリードアプレイザーおよびインストラクターであり、
アジャイルの伝道者でもあるJeffrey R. Dalton氏



Copyrights© 2018 SYSTEM INFORMATION CO.,LTD. All rights reserved

変革・改善のポイント
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Resolve 
Organizational 
Type Mismatch!

組織の
タイプミスマッチ
を解決しましょう!

Resolve 
Organizational 
Type Mismatch!

組織の
タイプミスマッチ
を解決しましょう!
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変革・改善のポイント
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Type mismatch(タイプミスマッチ)



Copyrights© 2018 SYSTEM INFORMATION CO.,LTD. All rights reserved

変革・改善のポイント
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セレモニーや技法
(Ceremonies and Techniques)

“Doing the work”

フレームワークやメソッド
(Frameworks and Methods)

“Managing the work”

価値
(Values) 

“Guiding the work”

不整合

PMによる見積もり、PMによるタスクアサイン、PM
による監視、週次会議、週次レポート、etc…

スクラム, XP, カンバン, Spiral, Crystal, RUP, 
etc…

失敗は許さない, 従業員はきちんと監視しないと
怠けるものだ、最初に全ての計画を立ててその通
り進めるべき etc…

組織のタイプミスマッチ
ミスマッチの例

不整合

×

×
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変革・改善のポイント
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セレモニーや技法
(Ceremonies and Techniques)

“Doing the work”

フレームワークやメソッド
(Frameworks and Methods)

“Managing the work”

価値
(Values) 

“Guiding the work”

整合

プランニングポーカー, デイリースタンドアップ, 振り
返り, スプリントデモ, TDD, ペアプログラミング, 
etc…

スクラム, XP, カンバン, Spiral, Crystal, RUP, 
etc…

早期の失敗, 繰り返し及び漸進的開発,コラボ
レーション, 人々に焦点を当てる, 継続的改善, 
透明性, etc…

組織のタイプミスマッチの解消
アジャイルでの例

整合
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変革・改善のポイント
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セレモニーや技法
(Ceremonies and Techniques)

“Doing the work”

フレームワークやメソッド
(Frameworks and Methods)

“Managing the work”

価値
(Values) 

“Guiding the work”

不整合

組織のタイプミスマッチの解消

不整合

×

×
セレモニーや技法

(Ceremonies and Techniques)

“Doing the work”

フレームワークやメソッド
(Frameworks and Methods)

“Managing the work”

価値
(Values) 

“Guiding the work”

整合

整合

どう進めたら
よいのか
分からない
場合は？

どう進めたら
よいのか
分からない
場合は？



どう進めたら
よいのか
分からない

どう進めたら
よいのか
分からない
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変革・改善のポイント: 参照モデルの一つ

18

CMMI + A Guide to Scrum and CMMI
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本日の講演の目標
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本日は10分間で以下を“知っていただくこと”を目標とします。

◼ “アジャイル組織への変革”に役立つ書籍（一冊）

◼ “アジャイル組織への変革”と“アジャイル開発の成功・
定着”に共通する重要なポイント（一つ）

◼ AgileCxO と APHの存在
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APH
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APH?

APA 

HOTEL?
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APH
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◼ 200を超えるアジャイルプロジェクトの分析結果をもとに作られた、アジャイルをスケーラ
ブル（拡張可能）でかつ持続可能にするための行動指針を提供する“改善モデル”です。

◼ 米国のアジャイルに関する研究開発機関AgileCxOにより開発されました。

APH:Agile Performance Holarchy(アジャイルパフォーマンスホラキー)

CEO of AgileCxO
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APH
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６個のパフォーマンス
サークル（観点）

18個のホロン
(Holon)
目的、アクション、成果を
統合したセット
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APH
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APH
６つのパフォーマンス
サークル（観点）

Leading:
・アジャイルに取り組む理
由、価値の展開
・ビジョンへ向けての変革
実施

Leading:
・アジャイルに取り組む理
由、価値の展開
・ビジョンへ向けての変革
実施

Crafting:
・開発作業（計画、実装、テ
スト、デリバリー）

Crafting:
・開発作業（計画、実装、テ
スト、デリバリー）

Envisioning:
・製品ビジョンの作成
・製品ロードマップの作成
・要件の作成

Envisioning:
・製品ビジョンの作成
・製品ロードマップの作成
・要件の作成

Providing:
・資源、環境の提供
・パートナーとの協業
・ベストプラクティス/改善策
の展開

Providing:
・資源、環境の提供
・パートナーとの協業
・ベストプラクティス/改善策
の展開

Affirming:
・問題や改善点の特定と
チームへのフィードバック
・メトリクスを使用した管理

Affirming:
・問題や改善点の特定と
チームへのフィードバック
・メトリクスを使用した管理

Teaming:
・チーム作り
・チームの成長
・ガバナンス

Teaming:
・チーム作り
・チームの成長
・ガバナンス

見守る（by永田さん）
はここ↓

↑可視化するための手
段提供はここ
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APH
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組織のアジャイル実践状況を評価するためのベンチマークモデルとし
て使用可能APH

Adopting

Transforming

Mastering

パフォーマンスレベル

アセスメントではObservation（観察）重視
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APH
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ホロン(Holon)と呼ばれる領域毎に評価を行う。これはCMMIの連続表現の能力度レベルに似ている。

APH
（パフォーマンスレベル）

CMMI
(連続表現 能力度レベル)

Performance
Circle

Holon

Leading Valuing

Enabling

Visioning

Engaging

Crafting Planning

Solving

Delivering

・・・・・ ・・・・・

Adopting
Transforming

Mastering Category Process
Area

Project
Management

PP

PMC

REQM

RSKM

Process
Management

OPF

OPD

OT

・・・・・ ・・・・・

CL1 CL2 CL3
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APH
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パフォーマンスレベル

Performance
Circle

Holon

Leading Valuing

Enabling

Visioning

Engaging

Envisioning Roadmapping

Defining

Clarifying

・・・・・ ・・・・・

Adopting
Transforming

Mastering

Transforming（変革している): 
変革が進行している。

Mastering（極めている）: 
高いパフォーマンスの組織的アジャイル実現している。

Adopting（実践している）:
初期段階の機敏さ(アジリティ)を実現している。

各ホロンのレベル評価（18個）
Performance Circle Performance Level

Leading Adopting

Envisioning Transforming

Providing Adopting

Crafting Mastering

Affirming None

Teaming Adopting

各ホロンのレベルの評価を行い、それを基に各パフォーマンスサークルのレベルが評価される。

各パフォーマンスサークルのレベル評価
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APHトレーニングを受講する

APHの本(英語)を購入する

無料サンプル本を入手する、 説明を聞く

役に立ちそうだと思って
いただいたら

現時点では英語版しかありませんが、少しずつでも始めてみませんか？

内容や使用方法の
解説が必要と思ったら

少しでも興味を持っていただけたら
【連絡先】(株)システム情報
CMMIコンサルティング室のページ参照

（kobayashi-hiroshi@sysj.co.jp
まで直接も歓迎）

APHアセスメントやコーチングを受ける

変革のサポートが必要
だと思ったら

⚫ 2019年1月頃販売開始
予定

⚫ $40(¥5500)前後
⚫ 約170頁
⚫ 日本語翻訳未定

（可能性はあり）

(株)システム情報は日本で初めて
AgileCxOトランスフォーメーション
パートナーに任命され、これらのサービス
を提供できるようになりました。

mailto:kobayashi-hiroshi@sysj.co.jp
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APH

28

（株）システム情報のサイト

AgileCxOトランスフォーメーションパートナー認定に関するニュース (2018/9/5)

AgileCxOのサイト
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本日の講演の目標の振り返り
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本日は10分間で以下を“知っていただくこと”を目標としました。

◼ “アジャイル組織への変革”に
役立つ書籍
（アジャイルエンタープライズ）

◼ “アジャイル組織への変革”と
“アジャイル開発の成功・定着”
に共通する重要なポイント
（組織のタイプミスマッチ解消）

◼ AgileCxO （組織）と
APH（改善モデル）の存在
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ご清聴ありがとうございました！
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【連絡先】
(株)システム情報 CMMIコンサルティング室のページ参照

kobayashi-hiroshi@sysj.co.jp まで直接連絡も歓迎

mailto:kobayashi-hiroshi@sysj.co.jp
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改訂履歴
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Date Version 内容

2018/9/7 1.0 初版。2018/9/7に開催された第二回スマートエスイーセミナーでの説明資
料のアニメーションを削除して作成した。

2018/9/11 1.1 組織のタイプミスマッチのページを、不整合状態と整合状態の二ページに
分割した。

2018/9/23 1.2 1.1まではAPHの定義する３段階のパフォーマンスレベルを、CMMIの５段階
の成熟度レベルと対比していた。APHのパフォーマンスレベルはCMMIの能
力度レベルに近いので、CMMIの能力度レベルとの対比に変更した。

2018/10/29 1.3 ・APHのパフォーマンスレベルについて、各ホロンの評価と、各パフォーマン
スサークルでの評価があることを明記。
・APHの書籍の販売開始予定日と予定金額を、最新情報を元に修正。


